
【制作時に考えていたこと】
永く眠りについていた邸宅が、守り人の方々の手によって守られてきた経緯や
ここに至るまでの歴史を伺いながら、お庭の樹々や石垣たちまでもが、
この邸宅を包み込むように、愛おしんで守っているような印象を受けました。
ここには確実に木霊が宿っていると感じました。

大井真希　Maki Oi

作品名：Kodama  　（2020 - 4）
素　材：陶
サイズ ：ｈ41×ｄ17×ｗ37（cm）
制作年：2020 年
価　格：60,000 円（税抜）

山路を登りながら


